
アー�ト�★エ�ッ�セ�イ�

「�割れ�の�形状�を�金�で�表す�」�

　日本には古来より�「金繕い」と呼ばれる�器の修理�

法がある。破損�し�て�し�まった器を再び使え�るように�

接着、形成�し�て金で化粧を施す技法�である。「金継�

ぎ」「金直�し�」「うる�し�直�し�」とも言われてい�るが、�

器に対�し�て愛情を込めて直すと�いう意味では、「継�

ぐ」「直す」と言う�より、「繕う」のほう�が、個人�

的に好ま�し�く思い、使用�し�ている。�

　金繕いの技法は茶�の湯とともに桃山期頃�から発展�

し�た。当時は器が大変希�少で、丁寧に扱われた�に違�

いない。壊れて�し�まった器を再度使�えるように�し�た�

いという気持ちは今�より強かったであろう�。修理に�

用いる接着剤は澱粉�糊や膠、漆くらい�し�かなかった。�

中でも一番結着力が�強いのが澱粉糊と生漆�を混ぜた�

麦漆だ。普段より漆�を扱っているのは、塗�師や蒔絵�

師であるから、当然�、破損�し�て�し�まった器の修理を�

依頼された。�

　つまり、金繕い�は塗師や蒔絵師が本業�の片手間に�

行ったものであり�、金繕い師という専門�職はあまり�

存在�し�なかったと言える。�

　さて、金繕い�し�た器が何故風流人の目�を引いたの�

か。それは、金で�表�し�た割れの形状が新�たな景色と�

なり、我々に強く�迫ってくるからである�。�

　侘び、寂にも通�じ�るこの美意識は日本�人特有のも�

のであろうか。否�である。欧米人は日本�人と同様、�

繕われた品々を認�め、逆に最高級の言葉�で褒めたた�

える。�

　この人間に共通�な美意識を反応させる�ものはいっ�

たい何なのか。私�は自然の表す形状だと�思う。墨色�

の空を切り裂く稲�妻のように、金で繕わ�れたライン�

は美�し�い。�

　自然がおりなす�形状の美を認識するこ�と。それが�

造形を行う者にと�って重要な基礎知識に�なることは�

間違いないと言え�る。� （ひらさわ　はくす�い）�
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授業の極意�

立体の巻�

　近年、時間数の削減も理由に加えて、立体に表す内容は大人の都合からあまり歓迎�

されてこなかったようである。展覧会のとき飾りにくい、準備室に保管�し�にくい、毎�

回の準備や後片づけが大変、たくさんの道具を使うことになるので管理がめんどくさ�

　もっと根底的な問題は教師自身の体験がないのである。いわゆる彫刻をかなりの深�

さで体験する機会は小学校の先生は当然、中学校の先生にとっても保障されていない�。�

　そ�し�て何よりも決定的なのは従来から彫刻を評価する言葉は「力強い」�「量感」�「躍�

動感」…など男性の好む言葉で語られてきたことである。�「フワフワ」�「かわいい」…�

というような言葉の対極に位置づけられてきた。�

　この不満はくすぶって、形を自在に変える布や空気をキーワー�ド�に�し�たソフ�ト�スカ�

ルプチュア、ミニチュアモデルのフィギュアなどが時代の精神と�し�て強固な彫刻神話�

に突破口を見出�し�てきた。�

　そこ�で�一�切�の�不自�由�な�視�点�を�捨て�て、子�ど�も�の�活動�に�寄�り�添�っ�てみ�る�必�要�が�あ�る。�

粘土、枯れ枝、葉っぱ、貝殻、石などが人、鳥、魚、いたらいいなと思う動物や恐竜�、�

怪獣まで彼らのイメージを広げてくれる。彼らは創る。道具や技法は必要感に迫られ�

て、は�じ�めて意識の中心に座る。これらの流れは当たり前のことである。�

　もちろん彼らのイメージがすぐ形になるわけではない。何回もの試行錯誤が必要で�

ある。材料はそう簡単には思い通りにならない。自分のイメージがあいまいであった�

ことに気づく。作品とやり取りする時間の中でまさに自分が育っていく。�

　立体の題材立ち上げは簡単。子どもと一緒に彼らが解釈�し�た世界に迷い込んでみれ�

ばいい。�

平澤　�白水�
（平澤流金繕い研究所主宰）�

子�ど�も�が創�る�世界に迷い込んでみ�よ�う�

い…。�

金　�九漢作・青磁象嵌雲鶴紋平茶碗�
（148㎜×57㎜　�高台径37㎜）�
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　４年�「板や枝を使った造形」�を題材に�し�て�（1）�自�

然素材を使って動物や植�物、乗り物、建物などの�

具体物をつくる。�（2）�造形的な面白さを求めた�抽象�

表現でつくる。２つのう�ちどちらか好きな表現方�

法を選んで、楽�し�みながらつくる。材料の特�徴や�

自然の形を生か�し�てつくる。�

　材料を欲�し�いだけもらえるとなると�、何かをや�

ってみたくなるのは自然�の流れ。小枝や丸太、板�

材、角材、垂木、竹など�。様々な素材を図工室や�

廊下のすみに、階段下の�物置に、と置く。最初は�

児童が、自分の目で見て�気に入ったものを２～３�

本選ぶということがポイ�ン�ト�。この行為が造形意�

欲をかきたてられる極意�である。一巡�し�てからは、�

欲�し�いだけ何回でも取りに行け�るようにする。好�

きな枝ぶり、太さ、形、�大きさなどを選ぶのも大�

きな楽�し�みである。あれこれと物色す�る活動が造�

形意欲の深まりへの誘い�となり、木の色、皮のつ�

や、木目に心を動かされ�、木の種類によって香り�

が違うことも発見するに�ちがいない。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　片刃、両刃、大小、さ�まざまなのこぎりを用意�

する。替え刃があるもの�で、児童用の丈の短いの�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　板や枝が割れて�し�まったときや思った所にく�ぎ�

が入らなくなったときは、�同時に次の発想につな�

げるチャンスでもある。仕�事が詰まったところで�

立ち止まり、そのことで他�の材料を見つけてきた�

り、別の所に前と違ったつ�け方をすることでぐー�

んと造形的に広がっていく�ことがある。新�し�い発�

想が生まれるときでもある�。�

　くぎがついたままの木は�別の箱に入れておき、�

児童は新�し�い材料に移る。くぎを�抜くことを優先�

すると前にも後ろにもすす�めなくなる。そこで、�

当面はくぎをつけたまま放�置する。すると、気も�

ちよく心を切り替えて新�し�い発想で次のことに取�

り組める。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　作品完成までの過程は、�いくつもの作品をつく�

っては壊すものになって�し�まい、形には残らない�

ことが多いが、結果的には�たくさんの作品をつく�

ったことになる。活動でい�えば、一本の木を切る�

だけの１時間になる場合も�ある。�し�か�し�、木との�

格闘では、素材や道具との�関わりで確かな手応え�

を掴んだはずである。�

こぎりをたくさん用意する�。これは少々刃が欠け�

ても気にせず使うことにす�る。�

　枝ぶりがよく、板の形や�木目にほれぼれすると、�

切る喜びがわく。切りたい�気持ちが大きいと、木�

が堅すぎたり、児童にとっ�て太すぎたり、大きす�

ぎる木材だと思っても、そ�こは何とか�し�たい、が�

んばってみたいと考える。�そ�し�て、使うのこぎり�

をさまざまに試�し�てみて、材質の違いに�よって使�

いやすいのこぎりがあるこ�とを自ら発見�し�ていく�

のである。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　色々な長さのくぎを用意�し�ておく。角材、板材、�

枝に対�し�て「適切なくぎはどれか�？」など考えず�

に、使いたい長さのくぎを�自由に使わせる。最初�

は誰もが太くて長いくぎを�使いたがる。くぎへの�

憧れである。くぎ打ち遊び�のつもりでばんばん打�

つ。ところが、木とくぎの�相性が適切でなければ、�

板や枝が割れたり、途中で�、その先には一歩もく�

ぎが入っていかなかったり�する。そんな時、友だ�

ちにやってもらったり、気�持ちを入れかえて挑戦�

し�直すが、どう�し�てもだめなときがある�ことを悟�

る。そ�し�て、別の木に�し�たり、つぎ当てを�し�て解�

決することになる。こう�し�た経験を通�し�て、児童�

は木の素材やくぎの抵抗力�を体で感�じ�取っていく。�

特　�集�授業の極意� 第2回　立体の巻�

は�じ�めに�

2．のこ�ぎりの扱い方の極意�

1．自由な活�動を引き出す極意�

3．かなづ�ち、くぎの打ち方の極意�

5．後片�づけの極意�

4．活動�の途中で発想を広げ、深める極意�

活動的�な�中学年で�の�
「造形体験�を�豊か�に�厚�く�」�が�授業�の�極意�

東京都立川市立西砂�小学校　�石川　�由美子�

　作品を完成させ、鑑賞�し�あった後は、もう一仕�

事である。それは、いくつも�の段ボール箱に入れ�

た、くぎがついたまま放置さ�れた板や枝である。�

「今日は、これらのくぎをど�れだけ抜けるかやっ�

てみよう」の授業である。児�童は驚くような技と�

早さで次々とくぎを抜いてい�く。実にうまい。生�

き生きと喜ぶ姿は、児童が確�かな力をつけた証と�

見てとれる。�

　ふんだんに使える魅力的な�材料はどこからきた�

のだろう。�

　第１には、学校の校庭にあ�る木の枝である。自�

治体によっては毎年、あるい�は２～３年に１回造�

園業者が来て木の剪定をする�ので、そのときに頼�

んでおく。�「長さはこれくらいに切っ�てくれ」�「小�

枝分かれ�し�ているように切ってくれ�」と解りやす�

く具体的に頼んでおき、児童�が使いやすい長さに�

束ねてもらう。段ボール箱に�立てて入れておくと�

便利で使いやすい。�

　次は、校内の伸びた木を見�つけて切ってもらう。�

本校の場合は、プール脇の姫�リンゴ、花梨や藤づ�

る、竹の何本かを、使う際に�ボランティアに切っ�

てもらった。�

　第３は板材、角材である。�本校の周りはたくさ�

んの家が建ち、�住宅ラッシュだが、�その中の１～２�

軒分のもので十分量がまかな�える。最近の家は新�

建材で、現場では組み立てる�だけのことがほとん�

どだが、それでも、大工さん�が入っている間は板�

材から角材など、香りのいい�、きれいな木目の新�

し�い立派な廃材がたくさん出�る。現場監督にお願�

いすると気持ちよく分けても�らえる。�

　第４は学区内の製材所から�いただく。例年、校�

内のやきいも大会などで端材�を届けてもらってい�

るので、図工でもと特別にお�願いを�し�た。厚さと�

長さが揃った板や小割なので�、児童は手軽に扱え�

て使いやすいようである。�

　同�じ�ようなものがたくさん手に入�るかどうかが、�

教材と�し�て授業で使えるかどうかと�いうことにも�

なる。身近に目をやると意外�なものが使えること�

に気づく。それをどのような�手順でどのように使�

っていくか、指導者と�し�て考える楽�し�さがある。�

（い�し�かわ　ゆみこ）�

6．材�料の集め方の極意�



　子どもたちにとって、�よい題材であれば、夢中�

になって取り組み、�持続力、�追求力も強くなってい�

く。そ�し�て、創造性も、情操もつちか�われていく。�

　子どもたちの興味、関�心をとらえ、学年に応じ�

て、身につけさせたい力�をはっきりさせ、楽�し�く�

工夫できる題材を考えた�い。�

　テーマと材料を考える�時、次の４つのパターン�

があげられる。�

①テーマも材料も同じ�

②テーマは同じで、材料�が違う�

③テーマは違うが、材料�が同�じ�

④テーマも材料も違う�

てもいない材料を使い、�新たな発想、工夫ができ�

るように�し�たいと思った。�

　安価なスポンジ、ポリ�タンク、ざる、ロー�ト�、�

ネッ�ト�、メガホンの６つの材料�を用意�し�、その中�

から一つを元に作る。具�体物になっていない、工�

夫可能な材料を選んだ。�

　よい題材であっても、�「はい、�これをやりま�し�ょ�

う。�」�では、意欲や興味も半減�し�て�し�まう。立体作�

品においても、自分の思�いをもって表現するよう�
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に�し�たい。�

　そこで、子どもたちが自�然にひき込まれ、イメ�

ージ�し�たり、早くつくりたくなっ�たりする導入を�

工夫することが大切である�。�

　本題材では、材料との出�会いが大事である。わ�

くわく、どきどき�し�ながら取り組んでほ�し�いと思�

い、次のように導入を考え�た。�

　まず、親戚の正男君から�お手紙がきたというこ�

とで、子どもたちにお手紙�を読んであげるように�

する。�

特　�集�授業の極意� 第2回　立体の巻�

3．つく�る前にイメージ�ト�レ�ーニング�

4．生か�す材料と接着�

　そ�し�て、大きな袋に入った包み�の中から一人が�

一つを取り出�し�、包みを開けて、材料を�取り出す。�

あちこちから、歓声や驚き�の声が上がった。�

5．つ�くりながら�レ�ベルアップ�

　①の両方同じ場合だと�、�

同�じ�ような作品になりが�

ちであるが、同じ条件の�

なかで発想を変え、構想�

する力をつける場合も考�

えられる。�

　本題材では、④のテー�

マも材料も違う学習を試�

みた。�

　いつもとは違う、思っ�

　ぼくね、とってもいい物つくったから�、絶対お知ら�
せ�し�たいと思ったんだよ。この前、大掃除の�時、棚の�
上を整頓�し�ていたら、お�じ�いちゃんにもらった気に入�
っていた物が落っこちて壊れちゃったん�だよ。残念で�
残念でがっくり�し�てたんだけど、�「そうだ、�自分でつく�
ってみよう。�」�と思ったんだ。整頓�し�ていて出てきた物�
で、何に�し�ようかなあといろいろ考えてつくったよ�。�
　今まで見たこともないマスコッ�ト�ができてうれ�し�い�
よ。自分の部屋に行くのが楽�し�いんだ。�
　みんなも、気分がよくなる、元気が出�る、可愛い、�
愉快な、面白いの作ってみてよ。�
　材料を一人一つずつプ�レ�ゼン�ト�するからね。�

1．夢中にな�る題材で�

2．自分の思�いを表現�し�たくなる導入を�

　段ボール、プラスチック�容器、その他の材料で�

つくるときにも、その特質�を生か�し�て、何をつく�

るか考えたり、それに必要�な材料をつけ加えたり�

することが重要である。�

　接着が�し�っかりできないと、す�ぐ壊れて�し�まっ�

たり、思うように組み立て�ることができなかった�

りする。材料によって、接�着が合わないこともあ�

る。また、材質の違う物同�士では、うまくつかな�

かったりすることがある。�今は、いろいろな物が�

つく接着剤も開発されてき�て、かなり改善されて�

きた。�

　接着も、単に接着するた�めだけでなく、接着即�

装飾にすると、一石二鳥で�ある。カラーガムテー�

プ、カラー�ビ�ニルテープ�

などで、配色、位置など�

を考えて貼っていくと装�

飾にもなる。�

　日頃から、家庭で、箱�

や袋などに材料を集めて�

おいて、必要な時にすぐ�

使えるように�し�ておくと�

便利である。みんなが共�

通で使う物は、学級で用�

意�し�ておきたい。�

　�

立体�に�も�思�い�を�込�め�て�

静岡県静岡市立清水�興津小学校　�新村　�記代�

―�「ル�ン�ル�ン�マ�ス�コ�ッ�ト�」�（�2年生）�の�学習�を�例�に�し�て�―�
　初めに、つくりたいものを�はっきりイメージす�

ることは大事であるが、その�まま変えていけない�

のではない。つくっていくう�ちに、ちょっと変え�

た方がよいと思ったり、もっ�とよいひらめきを�し�

たりすることがある。これが�、とても大事で、一�

生懸命考えていればこそであ�る。�

　つくりながら試行錯誤�し�、よくなったり、うま�

くいかなかったりする。その�積み重ねによって、�

想像力がつちかわれていく。�

　制作途中で、友達同士で鑑�賞�し�、話�し�合うこと�

も、次への意欲、見通�し�となるであろう。�

（�し�んむら　きよ）�

　材料をすぐ切ったり、�

接着�し�て�し�まうのでなく、�

つくる前にイメージ�ト�レ�

ーニングを�し�て構想を練�

ることが大事である。材�

料をいろいろ動か�し�なが�

ら何にするか考えること�

によって、想像力がつち�

かわれていく。低学年で�

は短い時間でもよい�し�、�

中高学年なら、設計図を�

描くなど�し�て構想するこ�

とになる。�

「6つの材料」�

「何にしようかな」�

「鯨の水しぶき」� 「ロボピエロ」�

「照れ屋な雪だるま」� 「恥ずかしがり屋の亀」�

「材料の包みを取り出す」� 「こんなの出てきたよ」�

「みんなで使う材料」�
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　私の勤務校のある松江�市は「宍道湖」を囲んで�

広がり、この「宍道湖」�に関わる〈人・もの・こ�

と〉は教材と�し�て様々な教科で生かさ�れています。�

　本実践は総合的な学習�で「宍道湖」とのかかわ�

りを深めたことを基盤に�、さらに表現対象と�し�て�

の「宍道湖」に出会った�活動です。�

　全国津々浦々の小学校�区に、子どもたちのくら�

し�と深く関わる学習資源があり�、各地の学校で活�

用されていると考え、実�践の中での�「立体に表す」�

造形活動と�し�てのポイン�ト�を紹介�し�ます。�

子どもたちの〈つ�くりたい思い〉の基�盤になるも�

ののたがや�し�を大切に�し�て造形活動を構想す�る。�

　子どもがその子ら�し�い深い表現への思いを�抱く�

こができるような題材と�の出会いは、�〈つくりたい�

思い〉を強く育む。本題�材で子どもたちが出会っ�

た「宍道湖」の魅力は、�次のような題材と�し�ての�

よさから生�じ�ると考える。�

・子どもが湖岸で見つけ�ることのできる材料と�し�

て、貝殻・流木・石などの自�然素材や、波に洗�

われた硝子片や陶器片・網な�どが豊かにある。�

・宍道湖の生き物や湖由�来の昔話が、子どもたち�

の想像力をかきたて創造性を�ふくらませる。�

・子どもたちが日々のく�ら�し�の中で宍道湖の産物�

や情景を身近に感じている。�

　子どもたちは、以前に�総合的な学習の時間「松�

江探検発見�し�隊①宍道湖発見」で湖と�出会った。�

その時、�し�じ�み漁師さんと出会い、�し�じ�み取りを�

体験�し�、近くの寺の和尚さんに�湖の龍と大亀の昔�

話を聞き、波音を聞きな�がら座禅を�し�た。�

　このように子どもの心�に印象づけられている宍�

道湖との関わりを生かす�ことで、より自分ら�し�い�

造形表現につなげること�ができると考える。�

　また、図画工作科にと�どまらず、他教科・領域�

児童は用具を選び、試�し�ながら自分のつくりたい�

龍を形づくっていった。�

岸で、貝殻や流木などから�使いたい材料を見つけ�

ながら、何かの形に見立て�たり、砂の上に気に入�

った形や色合いで材料を並�べたりする子どもたち�

の姿が見られた。つまり、�子どもたちにとって材�

料探�し�は表現活動につながる〈つ�くりたい思い〉�

を高めていく過程であり、�つくりたい立体を発想�

し�、材料選択や用具の使い�方を考える活動が始ま�

っていると言える。だから�こそ、見つけたものの�

形や色や触感などの材料の�よさや美�し�さを子ども�

が発見�し�た時には、教師は子ども�の発見の驚きや�

喜びを�し�っかり受け止めて共に感�動�し�たい。教師�

や友だちなど他者と美�し�さを共感する体験は〈�つ�

くりたい思い〉を支える一�つと考えるからである。�

〈つくりたい思い〉�を形にすることを支�えるため�

の材料・用具の環境�づくりを工夫する。�

　使用する材料や用具の特�徴を情報と�し�て子ども�

に伝えると共に、子どもが�試�し�たり、�し�たいこと�

に合わせて選択�し�たり�し�て効果的に使用できる�こ�

とをねらって材料・用具コ�ーナーを設けている。�

　この児童は流木の形から�龍を発想�し�、初めに龍�

での体験を表現対象と出会�う場に構築できるよう�

に探ることは、子どもの造�形表現への意欲を高め�

るための一つの方法になる�と考える。�

　各学校に子どものくら�し�に深くつながるような�

地域ならではの〈人・もの�・こと〉があると思う。�

そ�し�てそこには、教師の出会わせ�方の工夫によっ�

て、何度でも出会い直�し�、再発見できる面白さ�が�

あるのではないだろうか。�

表現材料探�し�から、一人一人の造�形表現が始まる�

活動を進める。�

　本題材の第１次では、材�料探�し�や湖岸での造形�

遊びなどの活動を行い、図�画工作科と�し�て造形表�

現の対象と�し�ての「宍道湖」に再び出会�った。こ�

の材料見つけが、子どもた�ちの表現への思いや発�

想を深め、造形表現を追求�する力につながった。�

また、題材名を、宍道湖で�見つけたものとのかか�

わりから生まれた一人一人�の〈つくりたいものや�

思い〉を「○○」に入れて�表せるように「わた�し�

の○○オブジェ」と�し�た。これは、自分と宍道�湖�

のかかわりが題材名になっ�て見えるようにするこ�

とで、より自分ら�し�い関わりを大切にできると�考�

えたからである。�

　材料探�し�の活動では、以前�し�じ�み取りを�し�た湖�
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ポイン�ト�　�1

の顔をつくった。できた�

顔�が�と�て�も「や�さ�し�い�

顔」になったことから、�

題を「やさ�し�さいっぱい�

のりゅう」と決めて、そ�

の感�じ�を出すための材料�

を探�し�て龍の体をつくっ�

ていった。そこで、教師�

は児童が思いえがく龍の�

形や様子を聞き、子ども�

は思いを語ることで自分の�構想を確かにできるよ�

うに�し�た。その後、児童は龍の体�がゆっくり動く�

ように�し�たいという願いをもって�、体に使う３本�

の流木の接合方法を工夫�し�たり、流木に貝殻や小�

枝などを接着�し�て龍の体をつくった。そ�こで、教�

師はその活動を見守り、�〈つくりたい思い〉�を形に�

するための時間を充分保障�すると共に、流木の接�

合には�ド�リルで木の端に穴をあけ�て針金を通�し�て�

接合する方法がよいこと、�小枝を組み合わせて接�

着するためには速乾で木材�の接合に適�し�た接着剤�

が適�し�ていることなどを材料コー�ナーで提案�し�た。�

　このような針金の使�

用は、初めて扱う場合�

は、予め使いやすい長�

さに教師が切断�し�、断�

面を丸く曲げて切り口�

で傷つかないように配�

慮する。本題材では児�

童に針金を扱う経験が�

あったため、自分で使�

いたい長さにペンチで切るこ�とができるように、�

図�の�よ�う�な�段�ボ�ー�ル�に�筒�状�の�厚�紙�（�ラ�ッ�プ�の�芯�を�

切断�し�たもの）�を立てた物に、�巻いた針金を入れた。�

　また、接着剤の使用にあた�っては、材料によっ�

て適する接着剤を選んで使用�できるように支援�し�

た。例えばホッ�ト�ボン�ド�は接着時間が短い一方、�

滑らかな面の材料では剥離�し�やすいため、まずホ�

ッ�ト�ボン�ド�で接着�し�、その後木工用ボン�ド�で接着�

を強化する方法を提示�し�た。�

　最後に、中学年という子ど�もの表現のありよう�

を考えると、その姿は次のよ�うにイメージできる。�

一つは、初めに自分がおよそ�表�し�たいことを構想�

し�、表�し�たいことがよく表れるよう�に、つくりな�

がらつくりかえていく姿。も�う一つは、初めの構�

想をもとにある程度の製作の�見通�し�を立ててつく�

る姿である。また、題名も“�宍道湖の亀”という�

ように具象的である場合と、�“宍道湖の波”�のよう�

に抽象的である場合があると�予想できる。そこで、�

各々のよさをとらえ、個に応じ�たはたらきかけに�

生かすために、私は活動の様�子やワークシー�ト�の�

絵や文から一人一人の発想や�表現方法につながる�

構想をとらえて支援するよう�に努めている。この�

とき大切に�し�ているのは教師が子どもら�し�い造形�

表現のよさをとらえ、多様な�表現過程に柔軟に対�

応�し�ながらその子ら�し�い表現を見守り、表現のよ�

さが子ども自身が分かるよう�に価値づけるなどの�

言葉がけである。�

　また、豊かな造形表現は子�どものくら�し�と密接�

につながっていることを考え�、教師自身が地域素�

材の良さを見つけ、それを造�形表現に生かす喜び�

を実感する営みが大切である�とも感�じ�ている。�

（まつもと　まり）�

ポイン�ト�　�2

ポイン�ト�　�3

わ�た�し�の�○○�オ�ブ�ジ�ェ�―�宍道湖�で�見�つ�け�た�よ―�

島根大学教育学部�附属小学校　�松本　�真理�

中�学年�（�3・�4年生�）�の�実践�か�ら� 

つつには切り込みを入れて、�
針金の切り口を止められる�
ようにしておくと扱いやすい。�

ホイルの�
しんなど、�
厚紙のつつ�

段ボールや厚紙を利用�



　彫刻をする前に、まずオ�アシスで遊んでみて、�

その感触や性質を知ること�から始めます。指を突�

きたてればズブズブと穴が�あき、カッターナイフ�

などの刃物で簡単に、�し�かも気持ちよく切るこ�と�

ができます。オアシスはも�ともと花をさすための�

ものなので、木の枝や竹ぐ�し�をさ�し�てもおも�し�ろ�

いです。削って加工するだ�けではなく、他の素材�

をつけ加えていくことがで�きるのが、木や石膏と�

は大きく異なるオアシスと�いう素材の特長といえ�

ます。�

　オアシスを切ったり削っ�たり、何かをさ�し�たり�

など、子どもたちには自由�に活動を楽�し�ませ、そ�

の性質や特長をつかんでも�らいます。�

　オアシスの性質や特長を�十分理解�し�たら、次の�

段階と�し�て、オアシスを材料に彫�刻を�し�ます。モ�

チーフは自由です。建物を�削りだ�し�てもよいで�し�
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　彫刻といえば、通常は�木や石膏を造形材料と�し�

て行うものですが、図工�の時間の削減などによっ�

て、�じ�っくり時間をかけた本格�的な彫刻に取り組�

みにくいのが昨今の現状�です。そのような場合に、�

材料を工夫すれば、時間�をかけず簡単な道具で彫�

刻の学習ができます。�

　�「オアシス」�という素材があります。�もともと造�

形活動に使う材料ではな�く、�「フラワーア�レ�ンジメ�

ン�ト�をするときに、切り花をさ�し�て安定させる緑�

色のスポンジみたいなも�の」といえば、たいてい�

の人が「ああ、あれか」�とその感触を思い出すこ�

とで�し�ょう。そのオアシスを彫�刻の材料と�し�て用�

いることで、長時間をか�けずに立体作品をつくる�

ことが可能です。�

特　�集�授業の極意� 第2回　立体の巻�

は�じ�めに　�―�材料の工夫�―� 材料の性質や特長を知る�

材料を用意する�

《建物を彫刻する場合のコツ》�

終わりに�
　一口にオアシスといっ�てもいろいろあります。�

種類によってその感触や�質感に若干の異なりがあ�

ります。その中で、水を�吸わせずに使用する�ド�ラ�

イフラワーア�レ�ンジメン�ト�用のものが、造形材料�

と�し�ては最も適�し�ていると思われます。オア�シス�

は、�ホームセンターや100円ショ�ップなどで調達す�

ることができます。�

　オアシスの彫刻といって�も、基本的には木や石�

膏を彫刻するのと変わりま�せん。ただ�し�、木や石�

膏を彫るような専門的な道�具は必要なく、身近に�

ある道具で簡単に彫り進め�ることができます。�

ょう�し�、人物や顔を彫りだ�し�てもよいで�し�ょう。�

オアシスと向かい合って心�に浮かんだイメージを�

削りだ�し�ていきます。�

　例えば、れんがのような�形を�し�たオアシスから�

東京タワーのような尖塔型�の建造物を削りだす場�

合には、まずその側面や底�面にあたりをつけます。�

「あたりをつける」という�のは「見当をつける」�

ということです。木を彫っ�て何かをつくる場合に�

は、通常は鉛筆やペンであ�たりをつけていき、そ�

の線を手がかりに彫ってい�きます。オアシスの場�

合には鉛筆やペンでは線が�描けないので、先がと�

がったもので表面で傷をつ�けてあたりをつけてい�

き、その線を手がかりに彫�っていきます。�

　不要な部分をおおざっぱ�に削りとるときには、�

カッターナイフを使うとよ�いで�し�ょう。カッター�

ナイフの刃を長めに出�し�、不要部分を大胆に削�り�

落と�し�ます。カッターナイフでオ�アシスを削ると�

きの感触は実に心地よいの�で、作業�し�ながらその�

感触も楽�し�ませたいものです。�

　だいたい不要な部分を削�り落と�し�たら、細かい�

部分の細工を�し�ます。その場合、もちろ�んカッタ�

ーナイフを使って細工をす�すめていっても構わな�

いのですが、部分によって�は道具を持ち替えた方�

が効率よくできます。例え�ば、窓などの部分の形�

を整える場合には、カッタ�ーナイフよりも平刃や�

切り出�し�などの彫刻刀が大変有効�です。�

　人物や顔をつくる場合も、�建物と同�じ�く、は�じ�

めのうちはカッターナイフで�大胆に削り落と�し�て�

いきます。�

　顔を彫りだす場合には、直�方体のオアシスの角�

を利用�し�て鼻をつくると立体感を強�調することが�

できます。目玉をつくる場合�には、刃物で彫りだ�

すのもよいですが、目の位置�に�ビ�ー玉などを埋め�

込んで輝きのある生き生き�し�た目を表現すること�

もできます。毛糸や麻ひもを�束ねて竹ぐ�し�や針金�

にくくりつけ、それを頭部に�差�し�込み固定するこ�

とで、髪の毛をリアルに表現�することもできます。�

　人物をつくりたい場合には�、別のオアシスで胴�

体や手足をつくり、仏像の“�寄せ木造り”よろ�し�

く組み合わせて表現�し�ていくとよいで�し�ょう。接�

合するときには、�割りば�し�や竹ぐ�し�をさ�し�て2つの�

パーツを固定する方法がおす�すめです。�

　簡単に扱える材料を用いる�ことで、小学生にも�

彫刻の基礎的なことを学ぶこ�とができます。この�

ように材料を工夫�し�ていくことも大切では�ないか�

と思います。�

（もちづき　よ�し�のり）�

彫刻を行う�

《人物や顔をつくる場合のコ�ツ》�

　丸い穴をあけたいときには�、クッキーの抜き型�

などが大いに役にたちます。�身近にある道具を工�

夫�し�て使うことで、活動の幅�が広がります。�

　削りかすも捨てずにとって�おき、地面を表現す�

る材料と�し�て作品を飾るときに下に�敷くのもよい�

で�し�ょう。�

オ�ア�シ�ス�で彫刻体験�

山梨県甲府市立富�士川小学校　�望月　�好則�

―�材料�を�工夫�し�て�、�彫刻�の�基礎�を�学ぶ�（�5年生）�―�



図　�工　�室�図　�工　�室� 美　�術　�術　�室�美　�室�

　私は、今年度、�教員になって�

初めて担任を離れ�た。新採以来�

二十年以上続けて�学級づくりに�

力を注いできた私�にとって、そ�

れは寂�し�いものであった。代わ�

りに、教務という�仕事の傍ら、�

図�工�専�科�や�図�工�Ｔ�Ｔ�（�担�任�の�支�

援�）�とし�て�授�業�を�行�う�こ�と�に�な�

った。これは、う�れ�し�い代償で�

ある。�

　校内の子どもたち�の反応はさ�

まざまであった。５�年生の子ど�

もたちは「先生はも�う担任は�し�

ないのですか？」と�時々話�し�か�

けてきた。３年生は�、廊下です�

れ違うたびに「先生�、今度の図�

工はいつですか？」�「早く図工を�

し�たいです」と声を�かけてくる。�

　１年生においては�、私が教室�

の横の廊下を歩くだ�けで�
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あるのだから、端�的に示�し�よう�

がない。�」美術の弱さの一�端。�

　�

　�「やはり評価で悩�む。�結果より�

も表現過程を。わ�かってはいる�

が、�し�っくりこないこと�も多々�

ある。�」�ねらいがあってこ�そ評価�

があるのはいいが�、生徒を造形�

の時間に没頭させ�られたかどう�

かを自分に問う。�

　�

　�「�美�術�に�ス�ポ�ー�ツ�と�共�通し�て�

いる要素を見いだ�す。試みや発�

見が先。理屈は後�でゆっくりつ�

け�れ�ば�い�い。�」理�論�武�装�も�大�切。�

でも何より大切な�のは、今日も�

生徒の眼を輝かせ�るよう楽�し�ん�

で美術を学ぶこと�。�

（なかむら　きみ�と�し�）�

　�「�美�術�の�時�間�は�他�教�科�と�違�っ�

て正解がひとつでは�ない。ある�

意味全てが正解とも�いえる。だ�

から自由で面白いが�、暗記や公�

式にあてはめれば解�答がわかる�

よ�う�な�単�純�な�勉�強�で�は�な�い�

ぞ。�」などと生徒に�話す。�

　�

　�「�美�術�作�品�は�客�観�的�に�数�値�化�

できないから、見る�者が違えば�

評価は変わらざるを�えない。�」�当�

然のことを再確認す�る。�

　�

　�「美術は総合教科�である。�国語�

なら小説を作らせて�いるという�

こと。音楽なら作曲�させている�

ということ。手本どお�りという�

のは成立�し�ない。�」�出発点から他�

教科と違っている。�

　�

　�「主体性を発揮�し�なければ、�生�

き生きと�し�た作品は生まれて�こ�

ない。中学生は、まだ�個々の価�

値観は確立されていな�いが、あ�

こがれや好奇心を刺激�すること�

で制作へのエンジンは�かかるは�

ず。�」まずは導入が生�命。�

　�

　�「�美�術�科�の�基�礎�・�基�本�は�他�教�

科のようにキッパリと�は示され�

てはいない。感性と技�能が絡み�

合って成り立つ総合的�な教科で�

　図�画�工�作�科�の�学�習�内�容�が「A

　表現」�「B　鑑賞」�の二領域と�

なり、子どもに力�がつき明確な�

評価が行える「鑑�賞活動」をカ�

リキュラムに位置�づけていく必�

要性を感じている�先生も多いの�

ではないだろうか�。�

　多くの学校がそ�うであるよう�

に本校も近隣に美�術館があるわ�

けでもなく、作品�の鑑賞はこれ�

までは友だちの作�品を見合うこ�

とを中心に行われ�てきた。時数�

削減の中、移動時�間をかけて出�

かけるのも難�し�い。�し�か�し�、生�

涯教育ということ�を考えると美�

術作品に触れる鑑�賞も取り入れ�

ていきたいと考え�ているのは私�

だけだろうか。�

　そんな折、京都�造形芸術大学�

の福のり子教授の�お話を聞く機�

会に恵まれた。�

　自�身�も�勤�務�さ�れ�て�い�た�

MoMA（�ニューヨーク近代�美術�

館）出身のアメリア�・ア�レ�ナス�

さんの実践する「鑑�賞者による�

対話型鑑賞教育」の�日本の美術�

館での普及をめざ�し�、人材育成�

されているという話�を聞く中で、�

まさにわれわれが図�工室で美術�

作品の鑑賞に取り組�むならこの�

方向だなという共感�をもった。�

　どこの学校の音楽�室にも色褪�

せた音楽家の写真が�提示されて�

いるように、図工室�にも芸術作�

品が提示されていた�りするので�

はないだろうか。本�校の準備室�

にも美術作品集�が眠っていた。�

それに、美術館�で行われている�

ような、子ども�が楽�し�みながら�

取り組めるアー�ト�ゲームのよう�

な手法を勉強�し�て教材化�し�てい�

くことで実践�し�ていけるのでは�

ないかと、日々�試行錯誤�し�てい�

る。�

　思いを同じに�し�ている全国の�

先生方、情報を�交換�し�ようでは�

ありませんか。�
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熊本県熊本市立春日小学校�
西尾　�環�

図工室�の�鑑賞教育�を�考�え�る�
湯浅　�大吾�（北海道札幌市立�伏見小学校）�

美術雑感�あ�れ�こ�れ�
中村　�公俊�（秋田県秋田市立泉�中学校）�

　�「あ、�ずこうの、�に�し�おたまき�

せんせいだ！」�

　と叫んで手を�振る。専科と�し�

ては３年生以上�であるが、低学�

年とも図工ＴＴ�と�し�て授業で関�

わっているのだ�。�

　１学期の初め�に、１年生担任�

から、Ｔ１と�し�て粘土の導入の�

授業を�し�てほ�し�いと頼まれたこ�

とがあった。だ�が、実は私は１�

年生の担任経験�はなかった。�

　授業の最初に�、私が手を上下�

に重ね、粘土の�塊を手の平でこ�

ろころ回�し�て、丸いだんごを�作�

って見せると、�「わあ」�と歓声が�

上がった。単純�だ。�

　次に、粘土を�両手で左右に挟�

さんでこすりな�がら、�「あれよあ�

れ�よ、長�い�ひ�も�の�で�き�あ�が�り�

れ始めていた。１年生�との図工�

はこんなに楽�し�いのかと、わく�

わく�し�た瞬間だった。�

　６年生では、冬に、�個人の卒�

業記念制作と�し�て「陶芸」に取�

り組んだ。子どもたち�は、手び�

ねりで、湯飲みやコー�ヒーカッ�

プ等、自分が使えるも�のを一生�

懸命につくった。指導�者と�し�て�

来てくださった外部の�方が出入�

り�し�ている窯元で焼い�てもらう�

ことに�し�た。その後焼き上が�る�

までの期間がある。�

　子どもたちは、�会うたびに�「ま�

だ�で�き�あ�が�っ�て�こ�な�い�ん�で�す�

か？」と言う。待ち遠�し�く�し�て�

いるのがわかった。そ�れが先日�

焼き上がってきた。テ�ーブルに�

並べられた作品群を見�て、子ど�

～」というだけで「�すげえ」を�

連発。�「へびみたいだあ～�」�との�

声も聞こえる。そこ�でひもの先�

をちょいとつまんで�、割って口�

に�し�て指でへびを動か�し�ながら、�

腹話術風にお話をす�るだけで、�

大喜び。�

　�「粘土はこんなふ�うに、�いろん�

な形に変身できるん�だ」と話す�

と、うれ�し�そうに粘土を手�にと�

って、さわり始めた�。�

　�「大きい粘土は、�こうやって体�

い�っ�ぱ�い�使�っ�て�こ�ね�る�と�い�い�

よ」とやって見せた�時は、すぐ�

にみんな椅子から立�ち上がって�

「よい�し�ょ、よい�し�ょ」と足を�

踏ん張って、声を合�わせて楽�し�

く粘土をこね始めて�いた。学級�

全体が自然とリズム�に乗って揺�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

もたちから喜びの�歓声が湧いた。�

自分の作品を手に�し�て、うれ�し�

そうに見つめるつ�ぶらな瞳が、�

印象に残る。�

　もうすぐ図工専�科と�し�ての１�

年が経とうと�し�ている。昨年度�

までと違って、全�校の子どもた�

ちと楽�し�く授業ができて�、ある�

意味幸せである。�

（に�し�お　たまき）�

（ゆあさ　だいご�）�

396号�「子どもの椅子」�にご執筆いた�
だ�い� 野�敏�先�生�の�勤�務�校�の�記�載�
に誤りがありま�し�た。�正�し�くは、�霞ヶ�
関�北�小�学�校�で�す。こ�こ�に�訂�正�し�て�お�
詫び申�し�上げます。�



　子どもは、材料や場所、友�達などとのかかわり�

を通�し�て、新たな活動を思いついた�り、表�し�方を�

工夫�し�たり�し�ている。図画工作科の学習で�は、こ�

のような子どもの活動の姿か�ら題材の在り方や指�

導の手立てを考えていくこと�が大切だと考える。�

今回の題材においては、身の�回りの材料だけでな�

く、校内の遊具やベンチなど�様々な場所とかかわ�

りながら活動を広げていく姿�が見られた。このこ�

とは、２年生の学年末におけ�る題材の在り方を示�

唆�し�ていると言えよう。�

　今後も、子どもの発達の特�性を十分に考慮�し�、�

子どもが楽�し�みながら自分なりの表�し�方を試行錯�

誤�し�ていくことができる題材�を工夫�し�ていきたい。�

（ひだか　かずひろ）�
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①自分の体を型取る子ども�

　は�じ�めに自分の好きなポーズで�段ボールの上に�

寝転がり、友達にその形を�型取ってもらった。子�

どもたちは型取る方も型取�られる方も互いにその�

行為を楽�し�んでいた。次に型取ってでき�た形を段�

ボールカッターで切り抜い�た。は�じ�めは思うよう�

に切れなかった子どもたち�も、友達と協力�し�なが�

ら、切り抜くことができ、�もう一人の私が現れた�

ときには、大喜びで遊ぶ姿�が見られた。�
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②材料を使ってもっと素敵�にする子ども�

　自分の発想に合わせて、�ク�レ�ヨンやカラーペン�

で色をぬったり、ボタンや�毛糸、布、カラービニ�

ルなどの材料を工夫�し�て使ったりする姿が見ら�れ�

た。友達と話�し�ながら自然に情報交換を�し�たり、�

手伝ってもらったりする姿�もあちこちで見られた。�

せて友達と話を�し�たりするなど、校内の様�々な場�

所の特徴を生か�し�て、活動を広げたり、温�めたり�

する姿が見られた。�

　２年生も２月にもなる�と、手のはたらきに巧み�

さが増�し�、造形活動の特徴と�し�て中学年の傾向が�

見られるようになってく�る。友達とのかかわりか�

ら発想をふくらませたり�、場所の特徴を生か�し�た�

りすることもその一つと�いえる。そこで、この期�

の子どもたちの発達の特�性を考慮�し�、材料と場所�

を自分なりの発想で造形�活動に取り入れていく題�

材を設定することに�し�た。�

　本題材は、子どもがよ�く行う型取る行為をもと�

に�し�た造形活動である。子ども�は自分の手を鉛筆�

で紙になぞったり、地面�にできた影をなぞったり�

し�ながら、生まれる形やその行�為そのものを楽�し�

んでいる。自分を型取る�ことは子どもにとって自�

分をつくり出す行為とも�言える。本題材の活動と�

し�ては、子どもが自分の体を段�ボールに型取り、�

切り抜くことから始まる�。そ�し�て、そこで生まれ�

た形を身近な材料で飾っ�たり、気に入った場所に�

置いたりする。その過程�で自分ら�し�い発想や創造�

的な技能、鑑賞の能力な�ど様々な力を総合的に働�

かせていくことになる。�

①題材についての提案を�聞き、自分の体を段ボー�

ルから切り抜き発想をふくら�ます。�（２時間）�

②切り抜いたもう一人の�私や材料とかかわりなが�

ら、思いついた造形活動を行�う。�（３時間）�

③切り抜いたもう一人の�私を気に入った場所に持�

ち込んでさらに活動を広げる�。�（２時間）�

④気に入った場所で作品�を互いに見合い、よさを�

確かめ合う。�（１時間）�

　�

2．題材�に�ついて�

1．は�じ�め�に�

5．終わ�り�に�

教材研究�
小　�学　�校�

材料�や�場所�と�の�かか�わ�り�か�ら�生�ま�れ�る�造形活動�
～�と�び�だ�せ�わ�た�し�（２年生）�～　�

③気に入った場所で更に活�動を広げる子ども�

　�「もう一人の私と一緒に�散歩を�し�よう。�」と提案�

し�、子どもたちに気に入っ�た場所で活動させるよ�

うに�し�た。ひもをつけて走り、空�を飛ぶように�し�

たり、回旋塔に乗せて回ら�せたり、ベンチに座ら�

4．子�ど�も�の活動�

宮崎大学教育文�化学部附属小学校　�

3．活動の流れ�
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教材研究�
中　�学　�校�

　「卵の中には何がある�だろう…？」そんな問い�

かけで始まった題材だっ�た。�

　中学２年生が、立体と�し�ての感覚、形から形を�

つくり出す美術的な考え�、手を使う技術、…そう�

いったことを学習するた�めにどんな題材が適切か。�

特に、生徒を目の前に�し�て、イメージをふくらま�

せるどんな問いかけがこ�の子たちには有効か。�

　そう考えていたところ�に、別役実さんの書かれ�

た『卵の中の白雪姫』�（�『風に吹かれて�ド�ンキホー�

テ』�に収録）�という戯曲を思い起こ�し�た。卵をめぐ�

って登場人物が思い描く�それぞれの夢を、コミカ�

ルにシニカルに描いた心�に残る作品という印象だ�

っ�た。そ�こ�か�ら、�「卵�の�中�の�…」と�い�う�問�い�か�け�

で、中学生が中学生にと�って手応えのある題材に�

取り組んでみてはと考え�た。�

　『卵の中の…』を題材�にするに当たって、素材�

について、いろいろ考え�たが、中身は桂材を使っ�

た木彫で、外側は粘土を�使って塑像でつくること�

と�し�た。�中身は、�いわゆるマイナスの造形�（ある形�

から削って新�し�い形をつくり出す）�で、�外側はいわ�

ゆ�る�プ�ラ�ス�の�造�形�（�あ�る�形�を�つ�け�た�し�て�新�し�い�形�

をつくり出す）�ですることと�し�た。�

（1）�中身の制作�（木彫）�

　アイディアは、さまざ�ま。�「卵の中の…」�という�
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がどのように入っているの�かをつかむことに苦労�

し�ていた。荒取りから、細�部の彫刻へ、小刀、の�

こぎり、�彫刻刀、�ヤスリを駆使�し�ながらの制作だっ�

わったことのない印象を生�徒たちに与えたようだ。�

さらに期待感をふくらませ�ていった。�

　�「先生ー！かたいよー、�これ！」�「もー、けずれ�

なーい！」�木彫をつくる過程では、�こんな嘆き!?も�

聞かれていたが、仕上げて�いくにつれて、コツコ�

ツ削ることがくせ？になり�、削らずにいられない、�

そんな状況で進んでいった�。�

　削り終えて、仕上げを�し�ている時は、桂材の肌�

ざ�わ�り�と�卵�の�肌�ざ�わ�り�を�楽�し�み�な�が�ら�仕�上�げ�て�

2．やわ�ら�かい�も�の�と�かたい�も�の�

3．完成�に�向けて�

1．�『卵の中の�…』�

そ�し�て両方のコンビネーショ�ンを考え、組み合わ�

せ、味わう。その過程で、手�と目と自分の感覚を�

よく働かせ、成長�し�ていったようである。�

　今回の題材では、�

○意欲を持って制作に取り組�み、造形活動を進ん�

で味わう。�

○木彫・塑像の制作から造形�活動のよさ・深さ・�

おも�し�ろさを味わい、次の制作へ�の活力を得る。�

のはもちろんのこと、�

○より豊かな発想を持ち、形�をイメージ�し�て、そ�

れを実現する。�

○彫塑の活動を通�し�て、形を作り出す技能�と価値�

観をより質の高いものへと�指向�し�ていく。�

　ということをもっとも重視�し�て進めた。そのた�

め授業時間も10～12時間をか�けて取り組んだ。�

　今回の題材を振り返って、�意欲を持って取り組�

みつつ制作の質を高めていく�様子をみとることが�

できた。反面、困難な題材�（素材）�に四苦八苦�し�て、�

そこで意欲を失いかける様子�も見受けられたが、�

卵の形づくりという制作がま�た励みにつながった�

ようだ。生徒の造形活動で、�「卵の中の…」�イメー�

ジを思い思いに発想�し�つくっていく姿は、とても�

生き生き�し�ていた。課題と�し�て、素材の困難さや�

技術的なサポー�ト�をさらに改善�し�ていきたい。�

（おくなが　ひでき）�

4．意欲か�ら�質�を�高め�る�

問いかけは上々だったよ�うだ。�

木彫は、生徒にとって、�かな�

り手強い素材だと思って�いた�

が、実際に制作に入ると�予想�

以上に苦戦�し�てつくり上げて�

いた。生徒は、素材の元�々の�

形に、自分のイメージ�し�た形�

た。もちろん、けがに備え�

て美術室に常備�し�ている救�

急箱も、いつもより頻繁に�

活躍�し�ていた。それでも、�

生徒は、文字通り力を込め�

て制作�し�ていった。�

（2）�卵づくり�（塑像）�

　卵の形は、おがくず粘土�を�

使用�し�た。木彫の作品との相�

性、そ�し�て、卵と一体となっ�

た時の“木”の感触を大切�に�

し�たかった。発泡スチロー�ル�

の型を使い、卵ら�し�さを出すことと�し�た。型の大�

きさや形状がそれぞれ決ま�って�し�まうが、�し�っか�

りと卵の中の空間をつくる�ためには、有効だと考�

えた。水で浸�し�た新聞を型につけ、その�表面にお�

がくず粘土をつけていった�。薄さを強調�し�たい、�

表面のつるつる具合を見せ�たい等々。それぞれが、�

自分ら�し�い卵をつくろう、中に入�れる木彫とのコ�

ン�ビ�ネーションを考えてつくろう�と�し�て、卵の割�

り方や表面の感じを工夫�し�ていた。�

　乾燥させた卵を割り、中�身の型を取り出すとき�

のちょっと�し�た興奮は、ま�

さ�し�く造形の醍醐味である。�

中学２年生でも「ワクワク�

…」という感�じ�で、卵を割�

り出�し�た。無事に割れてで�

きた卵を、自分なりの仕上�げで磨く。おがくず粘�

土を使ってできた卵のあや�ういが�し�っかり堅いと�

いう感触に触れ、楽�し�んでいるようであった。�堅�

い木からつくった中身が、�柔らかい木からつくっ�

た卵の中に…。その手触り�肌触りは、今までに味�

いった。そ�し�て、両方を組み合わせて展�示を�し�た�

も�の�を�見�て、�「大�変�だ�っ�た�け�ど、頑�張�っ�て�よ�か�っ�

た。�」�「難�し�かったけど、やった充�実感はありま�し�

た。�」�「思い通りいかないところも�あった。初めに�

考えたものとずいぶん違っ�て�し�まった。でも、つ�

くりながら形を考え削って�いくのもおも�し�ろかっ�

た。�」�等々。一人ひとり、それなり�のものが積み重�

ねられたようだ。何より、�今回の題材の一番のね�

らいである“形を作り出す�よさと作り出す質を高�

める”という点で、生徒は�それなりの手応えをつ�

かんでくれたようである。�「卵の中の…」�という問�

いかけに始まり、木彫でつ�くる・塑造でつくる・�

卵�の�中�の�…�

東京都世田谷区立�船橋中学校　�奥長　�英樹�
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　静岡県榛原地区は、山�や川、海、また広大な茶�

園が広がる牧之原台地な�ど多くの自然環境に恵ま�

れている。そんな地域の�素材を図工の題材と�し�て�

取りあげることで、子ど�もたちが主体的に夢中に�

なって造形に取り組む姿�を目指�し�ていくことに�し�

た。�

　相良地区は花壇が多い�地区である。地域にある�

豊富な花を押�し�花に�し�て貼り絵の素材と�し�、一人�

ひとりがつくった「春の�俳句」を、貼り絵で表現�

し�た。完成�し�た俳句と貼り絵の作品は�、地域の老�

人ホームにある俳句クラ�ブの定例会にもっていき、�

作品を通�し�てクラブのお年寄りと交流�し�た。�

映会を行い、たくさんの地�域の人達にも見てもら�

い好評を得た。�
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　この会は設立�し�てまだ６年の若くて元�気な造形�

教育研究団体です。市内小�学校の図工主任を始め、�

造形教育に情熱を注ぐ先生�方が会員です。主な活�

動は、夏休み中に郡山市立�美術館で５週間にわた�

って小学生の絵画や立体作�品などを展示する「風�

土記の丘の美術展」の企画�・運営と冬休み中に郡�

山市民文化センターで約１�週間にわたって小学生�

の絵画作品を展示する「子�ども総合美術展」です。�

どちらも市民の方々を始め�、市外や県外の多くの�

方々にも大変好評な展覧会�です。みなさんもどう�

ぞ一度ご覧になってくださ�い。�

　この展覧会では、小学生�の絵画作品と一緒に中�

学生の絵画やデザイン、彫�塑や工芸などの作品も�

展示�し�ます。小学１年生から中学�３年生までの子�

どもたちの造形活動の歩み�の姿を知ることができ�

ます。　また、会場受付を�小学校と中学校の先生�

方で行うので、先生同士の�交流も深まります。そ�

し�て一番嬉�し�いことは、絵を描いた本人�だけでな�

くその家族、さらには親戚�総出で子どもたちの作�

　子ども美術展を開催させる�ためには乗り越えな�

ければならない壁があります�。それが「審査」で�

す。子どもたちがいっ�し�ょうけんめい描いた作品�

に優劣をつけることは本当に�つらいことです。�し�

か�し�、それに立ち向かうこと�で私たちの絵を見る�

力や指導力・指導技術が高ま�るのもまた事実です。�

描く苦�し�み・楽�し�みと、審査する苦�し�み・楽�し�み�

を分かち合いながら、子ども�たちと共に歩んでい�

きたいです。� （さとう　よ�し�ひと）�

―　�郡山市小学校造�形教育研究会�（小造研）�の�取�り�組�み�　�―�

　次の単元では地域の素�材と�し�て地域に伝わる昔�

話を取り上げ、それをパ�ソコンでク�レ�イアニメと�

し�てつくるという内容を考えた�。全員の意欲を引�

き出すため地域素材単独�でなく、子どもたちに関�

心が高いアニメを組み合�わるという試みである。�

昔話の舞台であるお寺を�取材�し�、お寺の方にイン�

タ�ビ�ュー�し�てアニメ作りに取り組んだ�。パソコン�

のク�レ�イアニメ作製ソフ�ト�を使って、グループご�

と場面を分担�し�て作り、その映像をつ�なげて１本�

のアニメ映画と�し�て完成させた。作った映画�は上�

地　�域　�の　�ア　�ー　�ト�
物と�し�ての効果が大きかった。�

○五感を通�し�て地域素材を体感�し�たり、授業の長�

い時間中触れることで、�素材に対�し�ての思いが�

子どもたちに醸成される�のを感�じ�た。それは必�

ず�し�も�よ�い�こ�と�ば�か�り�で�な�く「押�し�花�は�く�さ�

い」�　�「地域の仁王像は東大寺の�仁王像に比べる�

と小さい」などマイナス�面の発見も少なくない�

が、事後の感想ではそれ�らも全部含めて地域素�

材への愛着を感じている�という意見がほとんど�

だった。�

○製作活動を通�し�て、押�し�花の先生や、市の情報�

発信課の方など、近所の�人たちとの出会いが多�

くあった。そのことによ�り子どもたちの世界が�

広がった。�

　３�度�目�の�実�践�は、ふ�る�さ�と�の�宣�伝�（�コ�マ�ー�シ�ャ�

ル）�をアニメで作るという�ものである。�それぞれ自�

分が宣伝�し�たい地域の自然・名産品・施�設を選ん�

で取材�し�、30秒の短い映像をつく�った。前回の反�

省と�し�て、１本の作品を全員で合�作�し�たため、各�

々が自由に発想�し�たり表現�し�たりすることができ�

な�か�っ�た�こ�と�か�ら、30秒�CMを�一�人�ひ�と�つ�つ�く�る�

という形をとり、それぞれ�の思いや構想が自由に�

表現できるように�し�た。完成�し�たＣＭは牧之原市�

の情報発信課の方や地域の�方々に見てもらい、意�

見や感想をいただいた。�

　最初は地域の素材を楽�し�さや意欲をひきだす手�

だてと�し�てとらえていたが、実践�をふりかえって�

みると環境や地域とのコミ�ュニケーションの媒介�

品を見に来てくれることです�。絵画を通�し�て人と�

人とがつながっていきます。�これが私たち小造研�

の願いです。�

子�ど�も�た�ち�の作品�を�み�ん�な�に�み�て�も�ら�お�う�

福島県郡山市立東芳�小学校　�佐藤　�禎仁�

静岡県牧之原市�立萩間小学校　�杉山　�哲也�

は�じ�めに　�―�地域素材でねらうもの�―�

実践1．俳句�の世界を押�し�花で表現 

実践2．地域�の伝承をク�レ�イアニメで表現�

実践3．ふ�るさとのＣＭを30秒アニメで�

おわりに　�―�子どもたちに育ったもの�―�

1．郡山市小造研の紹介�

2．子ども総合美術展�
3．作品審査会�

○地域から与えられるだけで�なく、地域へ出力す�

る�（�上�映�会�や�発�表�会�で�自�分�た�ち�の�表�現�を�み�て�も�

らう）�ことを３つの実践では必ず行�ってきた。�そ�

れは、自分たちの表現につ�いて自ら問い直�し�た�

り、教室の外の人に見せる�というプ�レ�ッシャー�

を感�じ�たりなど厳�し�い場面や苦労も多かった。�

し�か�し�それを積み重ねることで、�子どもたちは�

自分の表現に対�し�て自覚的にとらえる目�や、人�

に伝える表現力、そ�し�てやりとげた自信や成就�

感を得ることができた。�（すぎやま　てつや）�

※実践２、�３のク�レ�イアニメは、�以下のHPで動画を見るこ�

とができます。�

　http://sdcg. pref. shizuoka. jp/prize. html

地域素材を題材に�し�た3つの実践�

造形ピックア
ップ�


